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南アフリカカープバールクラトンリソスフェア起源粗粒かんらん岩の微細構造発達
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Microstructural development of coarse granular peridotite derived from Kaapvaal cratonic
lithosphere, South Africa
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キンバーライトは，クラトンの深部 70～250kmに位置する上部マントルで形成され，地上まで高速で上昇した火成岩
である．このキンバーライトに捕獲されたかんらん岩は，クラトン下の上部マントルにおける組成や組織を記録してい
る．アフリカ南部キンバリーパイプで採取されるかんらん岩捕獲岩は，明瞭な面構造や線構造を示さない Granularタイ
プと，明瞭な面構造を示す Foliatedタイプの２つに分類される．特に Granularタイプのかんらん岩については微細構造
に関する研究が少なく，さらに先行研究では粗粒であるため測定点が少なくより詳細な解析が必要とされた．本研究で
はかんらん岩捕獲岩の線構造・面構造を肉眼観察し，直交する３面で薄片をそれぞれ複数枚作成して解析を行った．か
んらん岩捕獲岩は３５試料から，複数枚の薄片を作成することのできる比較的大きなかんらん岩捕獲岩５試料を選別し
た．Granularタイプのかんらん岩捕獲岩の構造及び岩石学的特徴を明らかにし，定常状態のマントル構造を明らかにする
ため，主要鉱物化学組成分析，微細構造解析，さらには含水量の測定を行った．５試料のかんらん岩は全てガーネット
ハルツバージャイトである．さらに構成鉱物として単斜輝石を含まない２試料と単斜輝石をわずかに含む３試料に分け
られた．単斜輝石はメルトによって２次的に形成されたことが先行研究によって明らかにされており，２次的な単斜輝
石を含まない２試料をグループ１，２次的な単斜輝石を含む３試料をグループ２に分けた．グループ１のかんらん岩か
らは丸みを帯びたざくろ石が観察され，グループ２のかんらん岩からは伸長したざくろ石が観察された．かんらん石と
斜方輝石のMg#はグループ２の方がグループ１よりも低く，グループ１とグループ２ではかんらん石と斜方輝石の鉱物
化学組成において違いがみられた．温度，圧力に関しては５試料とも平衡温度は約 1000℃，平衡圧力は約 40kbarであ
り，試料間で違いは見られなかった．結晶方位定向配列 (CPO)解析の結果からは，グループ１のかんらん石CPOは [010]
に集中が強く，[100]と [001]はガードル状の集中が見られた．斜方輝石の CPOは [001]に強い集中が見られ，[100]と
[010]はガードル状の集中が見られた．一方，グループ２のかんらん石と斜方輝石のCPOには集中が見られなかった．含
水量の測定では，グループ１の丸みを帯びたざくろ石では少なく (約 10ppm)，グループ２の伸長したざくろ石では多い
(約 50ppm)という明確に異なる結果が得られた．以上の結果を踏まえると，グループ１のかんらん岩とグループ２のか
んらん岩では，平衡温度平衡圧力はほぼ同じであったが，かんらん石と斜方輝石の化学組成に明確な違いがみられた．グ
ループ１のかんらん岩がよりメルトの影響を受けることによってグループ２のかんらん岩が形成されたことが考えられ
る．またかんらん石と斜方輝石の CPOはグループ１とグループ２で異なるパターンを示し，メルトの浸透が微細構造に
影響を及ぼしたことが示唆された．ざくろ石の形態に関しては，グループ１の丸みを帯びたざくろ石に，メルトととも
に水が付加されたことでざくろ石が歪やすくなり，グループ２の伸長したざくろ石が形成されたかもしれない．Granular
タイプのかんらん岩は定常状態のクラトン下マントルで形成されたと考えられていたが，Granularタイプのかんらん岩
の中でもメルトが浸透したかんらん岩とあまりメルトが浸透していないかんらん岩では，微細構造の特徴が異なり，異
なる変形履歴をもっているかもしれない．
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